
ボスの情婦とトムは、ただならぬ仲に

し
ん
じ
ん

ま
た
し
て
も
ア
メ
リ
カ
に
新
人
が
出
た
。
新
人
と
一
一
一
一
口
っ
て
も
す

で
に
「
ブ
ラ
ッ
ド
・
シ
ン
プ
ル
」
「
赤
ち
ゃ
ん
泥
棒
」
を
出
し
て

い
る
兄
弟
。
兄
が
ジ
ョ
エ
ル
、
弟
が
イ
ー
サ
ン
。
ジ
ョ
エ
ル
が
三

十
五
歳
で
イ
ー
サ
ン
は
三
十
三
歳
。

こ
と
し
五
月
の
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
こ
の
二
人
。
兄
が
監
督
、
弟

が
製
作
、
脚
本
は
二
人
協
力
。
こ
の
二
人
の
新
作
「
バ
ー
ト
ン
・

フ
ィ
ン
ク
」
が
、
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
っ
た
。

×
×

映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
一
九
二
九
年
ア
メ
リ
カ
東
部
。
ア
イ

け
い

ル
ー
フ
ン
ド
系
の
ギ
ャ
ン
グ
の
ボ
ス
の
レ
オ
（
ア
ル
等
ハ
ー
ト
・
ブ
イ

け
い

ニ
ー
ｌ
）
と
イ
タ
リ
ア
系
の
ボ
ス
の
キ
ャ
ス
バ
ー
（
ジ
ョ
ン
・
ポ
リ

ト
）
は
、
識
裁
を
き
そ
っ
て
い
た
。
レ
オ
に
は
ヴ
ア
ー
ナ
（
マ
ー

シ
ャ
・
ゲ
イ
・
ハ
ー
デ
ン
）
と
い
う
情
婦
が
い
た
。
こ
の
女
が
、

実
は
レ
オ
の
右
腕
の
子
分
の
ト
ム
（
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
バ
ー
ン
）
と

た
だ
な
ら
ぬ
仲
に
落
ち
て
い
た
。

お
く

映
画
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
シ
ー
ン
は
、
男
の
黒
い
帽
子
が
森
の
奥

の
う
す
ぐ
ら
い
細
い
一
本
の
道

Ｉ
シ
と
風
に
吹
き
と
ば
さ
れ
て

く
そ
の
瞬
間
に
ハ
ツ
と
目
を
さ

し
た
、
こ
れ
が
ト
ム
の
夢
だ
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
ゆ

お
く

く
。
こ
の
森
の
奥
の
細
い
一
本

道
を
、
彼
ら
は
『
ミ
ラ
ー
ズ
・

ロ
ッ
シ
ン
グ
』
と
恐
怖
を
こ
め

さ

で
い
た
。
ミ
ラ
ー
ズ
と
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
こ
と
も
指
す
が
、
ミ

ご
お
ん

ラ
ー
ｌ
ズ
・
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
の
語
音
に
は
ダ
ブ
ル
・
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ

か

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
喚
ぐ
わ
け
で
、
す
な
わ
ち
〃
う
ら
ぎ
ぃ
ソ
″
だ
。

彼
ら
ギ
ャ
ン
グ
仲
間
の
そ
の
最
高
の
罪
業
こ
そ
は
〃
う
ら
ぎ
り
″

う
ち

だ
。
そ
れ
で
、
裏
切
れ
ば
》
」
の
一
本
道
で
顔
の
真
正
面
に
拳
銃
を

ぶ
つ
放
し
て
殺
さ
れ
る
の
だ
。
親
分
レ
オ
は
、
情
婦
の
弟
バ
ー
一
一

ぶ
つ
放
し
て
殺
さ
れ
る
の
だ
。

－
（
ジ
ョ
ン
・
タ
ー
ッ
ロ
ー
）

が
レ
オ
を
裏
切
り
イ
タ
リ
ア
側

に
通
じ
た
の
で
、
ト
ム
に
消
せ

と
命
令
し
た
。
バ
ー
ー
ー
ー
は
恐

怖
の
森
で
ト
ム
に
両
手
を
つ
い

め
い
が
ん

て
哀
願
し
た
。
や
ハ
ー
ニ
ー
は
、

栓這
い
ま
わ
り
泣
き
わ
め
き
ト
ム

に
助
け
て
く
れ
と
両
手
を
合
わ

す
の
だ
っ
た
。
し
か
し
ト
ム
の

″
裏
切
り
の
刑
〃
迫
る
恐
怖
、
そ
の
黒
い
影
。

『
ミ
ラ
ー
ズ
・
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
』

（
ア
メ
リ
カ
・
一
九
九
一
）

･峨償義寿。

’
1４０
１

トムは、ボスから摘婦の弟を消せと……

銃
声
が
森
に
こ
だ
ま
し
た
。
ト
ム
は
、
泣
き
伏
す
バ
ー
ニ
ー
の
か

ら
だ
か
ら
銃
口
を
外
し
て
射
っ
た
の
だ
。
バ
ー
ニ
ー
の
一
命
を
、

ひ
そ
か
に
ト
ム
は
助
け
て
や
っ
た
の
だ
。

と
こ
ろ
が
や
が
て
こ
の
バ
ー
ニ
ー
が
イ
タ
リ
ア
系
の
仲
間
に
も

ぐ
り
こ
み
、
そ
の
ボ
ス
か
ら
逆
に
ト
ム
を
消
せ
と
命
令
を
受
け
る
。

全
篇
に
こ
の
ギ
ャ
ン
グ
映
画
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
メ
ロ
デ
ィ
流

れ
、
射
殺
の
鮮
血
、
火
災
、
そ
れ
ら
の
シ
ー
ン
に
〃
ダ
ニ
ー
・
ボ

ー
イ
″
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
が
流
れ
て
く
る
あ

た
り
、
今
ま
で
の
イ
タ
リ
ア
ン
・
ギ
ャ
ン
グ
の
肌
と
ち
が
っ
て
、

■
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監
督
の

と
、
ケ

ダ
リ
ア
の
ね
ば
っ
こ
く
、
は
げ
し
く
、
そ
の
参
雌
振
り

が
目
を
見
は
る
巧
み
を
感
じ
さ
せ
た
。
五
十
か
六
十
男

嬬
の
頭
丸
坊
主
の
ボ
ス
に
は
マ
ｉ
ロ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
を
思

垂
わ
せ
る
熱
演
振
り
を
見
せ
、
し
か
も
こ
の
六
＋
近
い
ポ

昨
ス
を
演
じ
た
ポ
リ
ト
が
実
は
ま
だ
一
一
一
十
八
歳
と
い
う
こ

錘
と
で
び
っ
く
り
す
る
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
舞
台
あ
が

捕
り
で
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
は
ロ
バ
ー
ト
・
デ
ュ
バ
ル

ドル
と
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
今
ハ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
」
に
共
演
し
て
い

ゴ
た
。
そ
の
と
き
は
ま
だ
二
十
六
歳
。
こ
の
ジ
ョ
ン
・
ポ

マ
す
じ
が
ね

コ
リ
ト
、
い
ま
に
映
画
で
も
注
目
の
筋
金
入
り
の
俳
優
と

田索
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

か日

×
×

９扉
宗
」
れ
ま
で
の
ギ
ャ
ン
グ
映
画
が
ス
ピ
ー
ク
・
イ
ー
ジ

６．
１
（
も
ぐ
り
酒
場
）
と
拳
銃
と
シ
カ
ゴ
と
い
う
よ
う
な

る華
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
も
の
を
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
東

樗
部
、
そ
こ
で
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
系
ギ
ャ
ン
グ
と
い
う
脚

読
本
の
新
し
い
狙
い
が
効
果
を
出
し
て
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
メ

作
ロ
デ
イ
が
、
殺
し
の
ギ
ャ
ン
グ
の
血
し
ぶ
き
を
一
層
不

癖
気
味
に
し
か
も
悲
し
く
見
せ
る
の
だ
。

刑死
こ
の
映
画
の
、
王
役
の
ト
ム
を
演
じ
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
・

ｒＬ
等
ハ
ー
ン
は
ダ
ブ
リ
ン
生
ま
れ
。
ま
さ
に
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・

季
学
校
の
教
授
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
演
劇
ク
ラ
ブ
の
生
徒

鍔
の
ひ
と
り
の
父
が
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
団
の
一
員
で
、

”
こ
の
教
師
を
見
る
な
り
演
劇
入
り
を
す
す
め
、
一
一
年
間

裏
舞
台
に
加
っ
た
。
そ
し
て
映
画
は
ジ
ョ
ン
・
ブ
ア
マ
ン

の
「
エ
ク
ス
カ
リ
、
ハ
ー
」
（
一
九
八
○
）
に
初
出
演
し
た
あ

ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
監
督
の
「
ゴ
シ
ッ
ク
」
（
一
九
八
五
）
で
本

ス
タ
ー
ト
を
し
た
。

ら
に
注
目
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
ボ
ス
の
情
婦
の
弟
に
扮
し
た

ン
・
タ
ー
ッ
ロ
ー
は
「
ド
ウ
・
ザ
。
ラ
イ
ト
。
シ
ン
グ
」
「
シ

ア
ン
」
と
す
で
に
名
を
な
し
て
い
る
が
、
次
回
の
こ
の
コ
ー

兄
弟
の
「
バ
ー
ト
ン
・
フ
ィ
ン
ク
」
に
も
出
演
し
て
い
る
。

る
か
ら
に
歯
切
れ
の
い
い
ギ
ャ
ン
グ
映
画
、
し
か
も
裏
切
り

い
影
を
染
め
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
メ
ロ
デ
ィ
。
こ
の
よ
う
に

か
な
新
人
を
見
る
こ
と
の
嬉
し
さ
よ
／
，

不
気
味
で
し
か
も
哀
感
が
こ
も
る
の
だ
。

×
×ひきょう

レ
オ
の
情
婦
の
弟
が
巧
い
。
卑
怯
で
、
そ
れ
に
ホ
モ
で
、
姉
に

か
ば
っ
て
も
ら
っ
て
、
ギ
ャ
ン
グ
の
仲
間
に
加
わ
っ
て
い
る
男
。

こ
れ
が
命
を
助
け
ら
れ
た
ト
ム
を
、
立
場
が
変
っ
て
敵
が
わ
に
つ

い
て
か
ら
ト
ム
を
ゆ
す
る
と
こ
ろ
が
凄
い
。
総
じ
て
俳
優
の
使
い

か
た
が
獄
講
だ
。
「
ア
ニ
ー
」
や
「
ド
レ
ッ
サ
ー
」
の
名
優
ア
ル

バ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ー
の
名
演
振
り
は
当
然
だ
が
、
そ
の
敵
の
イ
タ

リ
ア
系
の
ボ
ス
の
キ
ャ
ス
バ
ー
を
演
じ
た
ジ
ョ
ン
・
ポ
リ
ト
。
イ

格
的さ

ら
鮮のエシジ
や暗見ンリヨ

１
１４１
１
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鍵

『

☆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
会
え
る
店

ア
マ
デ
ウ
ス

元
町
通
５
丁
目
に
、
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
を
楽
し
め
る
喫
茶
店
が

あ
る
。
そ
の
名
は
ア
マ
デ
ウ
ス

で
、
文
字
通
り
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
名
前
を
も
ら
っ
て
い
る
。

店
内
に
は
洋
譜
が
約
剛
冊
所

蔵
し
て
お
り
、
又
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
が
店
内
の
中
央
を
占
め
て

い
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
好
き
の

店
長
曽
根
保
彦
氏
の
意
気
込
み

が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

二
カ
月
に
一
度
サ
ロ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
う
他
、
毎
週
土
曜

の
午
後
に
は
店
内
で
オ
ペ
ラ
の

ビ
デ
オ
放
映
を
行
う
。
お
客
さ

ん
の
層
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
中

心
に
古
典
音
楽
の
フ
ァ
ン
が
多

い
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
地
下
一

階
な
の
で
わ
か
り
難
い
が
、
５

丁
目
と
６
丁
目
の
角
を
目
指
し

て
行
け
ば
見
つ
か
り
易
い
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
の
方
々

に
は
お
勧
め
の
店
。
き
っ
と
と

り
こ
に
な
る
は
ず
だ
。
ブ
レ
ン

ド
加
誹
（
四
百
円
）
、
グ
レ
ー

プ
ジ
ュ
ー
ス
（
五
五
○
円
）
他

び
っ

蕊Ｉ
露騨鍔斌
，洲. ､

蝋:：
厳鋒唾薄

回
神
戸
市
中
央
区
元
町
通
５
丁
目

Ａ
Ｍ
川
ｉ
Ｐ
Ｍ
７
半

回
訓
－
０
６
０
５
無
休

☆
元
町
の
喫
茶
ス
ポ
ッ
ト

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
観
音
屋

一
九
七
五
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
こ
の
店
観
音
屋
は
、
元
町
３

番
街
の
一
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
。
こ
の
店
の
自
慢
は
、
な
ん

と
言
っ
て
も
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
。

薄
い
ス
ポ
ン
ジ
台
の
上
に
焼
き

た
て
で
ト
ロ
ト
ロ
の
生
チ
ー
ズ

を
重
ね
た
も
の
。
そ
れ
を
食
べ

易
い
大
き
さ
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

香
り
も
味
も
充
分
に
楽
し
め
る

メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。

開
店
以
来
大
人
気
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
メ
ニ
ュ
ー
が
こ
の
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
で
、
チ
ー
ズ
商
で
も 音楽あるアマデウス

あ
る
オ
ー
ナ
ー
が
、
北
欧
旅
行

を
し
た
時
に
見
た
チ
ー
ズ
を
温

め
て
食
べ
る
ス
タ
イ
ル
を
う
ま

く
神
戸
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
。

（
捌
円
・
セ
ッ
ト
剛
円
）
（
チ
ー

ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
千
五
百
円
）
。

又
、
オ
ー
ナ
ー
が
信
仰
す
る

観
音
像
を
店
内
に
把
っ
て
お
り

北
欧
ス
タ
イ
ル
の
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
と
、
観
音
様
と
い
う
粋
な
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
た
人
気

の
秘
密
で
も
あ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
元
町
通
３
丁
目
９
１
８

Ａ
Ｍ
Ⅷ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
９

官
副
１
４
１
２
５
無
休

★
阪
急
六
甲
駅
前
の
居
酒
屋

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
甲
（
か
ぶ
と
）

昭
和
剛
年
７
月
７
日
に
居
酒

屋
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
Ｋ
Ａ

Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
。
当
初
は
神
戸
大
学

や
松
陰
女
子
大
学
が
立
地
す
る

六
甲
と
い
う
土
地
柄
か
ら
、
学

生
層
に
人
気
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
六
甲
は
閑
静
な
住
宅
街
と

い
う
一
面
も
あ
る
の
で
、
こ
の

地
の
住
人
を
放
っ
て
お
く
手
は

な
い
と
考
え
た
の
が
オ
ー
ナ
ー

の
横
山
さ
ん
。

しゃぶしゃぶかぶと

H

1･謡

１

１４２
１

舞職鷺雪電一
平
成
３
年
４
月

即
日
か
ら
、
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
メ
ニ
ュ

ー
を
発
案
し
シ
ャ

ブ
シ
ャ
ブ
Ｋ
Ａ
Ｂ

Ｕ
Ｔ
Ｏ
と
し
て
再

デ
ビ
ュ
ー
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
御
婦
人

に
も
あ
て
る
こ
と

と
な
る
。

例
え
ば
「
井
戸
端
会
議
コ
ー

ス
」
は
Ａ
Ｍ
ｕ
時
か
ら
Ｐ
Ｍ
３

時
ま
で
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
団
ら

ん
風
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

コ
ー
ス
で
あ
る
。
た
だ
し
予
約

が
要
る
。
そ
し
て
お
す
す
め
は

「
カ
ブ
ト
コ
ー
ス
」
（
二
千
八
百

五
十
円
）
。
そ
の
他
に
「
食
べ

放
題
コ
ー
ス
」
（
二
千
五
百
円
．

た
だ
し
二
時
間
以
内
）
も
あ

る
。
使
う
肉
は
も
ち
ろ
ん
す
べ

て
神
戸
牛
で
、
値
段
は
お
得
。

将
来
が
楽
し
み
な
店
だ
。

国
神
戸
市
涯
区
山
田
町
３
丁
目
２
１
６

Ａ
Ｍ
Ⅶ
ｌ
Ｐ
Ｍ
２
、
Ｐ
Ｍ
５
１
Ⅷ

宮
噸
ｌ
Ｏ
２
２
２

チーズケーキの額音屋
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熊内茶宝をスタッフとともに

「
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ

て
食
べ
る
。
」
と
い
う
の
と

は
違
い
、
「
こ
こ
で
食
べ
る

為
に
来
る
。
」
と
い
う
形

の
懐
石
料
理
の
店
、
西
村

屋
熊
内
茶
寮
が
新
神
戸
駅

近
く
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

今
ま
で
懐
石
料
理
と
い

う
と
女
性
指
向
だ
っ
た
が

働
き
盛
り
の
男
性
を
も
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
含
め
、
男
性

指
向
の
料
理
を
も
て
な
す

の
が
こ
こ
の
方
針
。
「
野

趣
」
と
言
う
が
、
当
店
で

は
そ
の
〃
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
野
性
の
趣
き
″
を
追
求

す
る
事
と
な
る
。
そ
の
中

心
は
鍋
懐
石
で
あ
る
。
こ

１
１４３
１

★
御
影
の
地
に
カ
リ
ー
専
門
店

カ
リ
ー
元
年
オ
ー
プ
ン

阪
急
御
影
を
降
り
て
北
へ
歩

い
た
と
こ
ろ
に
御
影
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
が
あ
る
。
そ
の
一
階
に

カ
リ
ー
専
門
店
カ
リ
ー
元
年
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
店
は
、
カ
リ
ー
の
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
が
中
心
で
、
日
本
で

は
初
め
て
の
御
持
ち
帰
り
カ
リ

ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

あ
る
。
〃
Ｅ
Ａ
Ｔ
・
Ｉ
Ｎ
″
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
コ
ウ
ベ
ウ
ォ
ー

タ
ー
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
米
を
使
っ

た
カ
リ
ー
ラ
イ
ス
を
試
食
し
て

頂
く
。
特
殊
な
レ
ト
ル
ト
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
入
っ
た
カ
リ
ー
は
、

電
子
レ
ン
ジ
で
い
つ
で
も
食
べ

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

デ
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

鍋
懐
石

「
西
村
屋
」
熊
内
茶
寮

ミルクホール

笹

カリー元年オープン

ら
れ
る
が
特
長
。
つ
ま
り
カ
リ

ー
の
新
し
い
食
べ
方
の
提
案
を

す
る
訳
だ
。
そ
の
意
味
で
カ
リ

ー
の
〃
元
年
″
と
な
る
。
又
神

戸
居
留
地
発
カ
リ
ー
の
〃
元

年
″
の
意
味
も
込
め
ら
れ
る
。

れ
か
ら
は
器
も
男
性
ぽ
く
力

強
い
趣
き
を
持
た
せ
る
と
共

に
、
繊
細
さ
も
同
時
に
持
た

せ
て
行
き
た
い
。

そ
も
そ
も
西
村
屋
は
城
崎

が
発
祥
の
地
で
百
四
十
年
の

伝
統
を
持
つ
。
そ
の
流
れ
を

く
み
こ
こ
熊
内
茶
寮
も
、
落

ち
つ
い
て
、
か
つ
ゆ
っ
た
り

し
た
料
理
を
サ
ー
ビ
ス
の
柱

と
す
る
。

接
待
に
使
え
る
懐
石
料
理

店
な
の
で
、
大
切
な
御
客
様

の
も
て
な
し
に
は
、
熊
内
茶

寮
と
指
名
し
て
欲
し
い
。

神
戸
市
中
央
区
熊
内
町
１
１
８
１
羽

Ⅱ
半
１
Ｍ
、
Ｗ
Ｉ
別
、
無
休

宮
叩
ｌ
和
１
６
７
６
７
駐
車
場

カ
リ
ー
を
お
い
し
く
食
べ
て

頂
く
為
の
新
提
案
カ
リ
ー
元
年

は
、
御
影
の
地
で
話
題
を
呼
び

そ
う
だ
。

回
神
戸
市
東
灘
区
御
影
山
手
１
‐
２
‐
加

御
影
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ー
Ｆ
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ

Ｏ
Ｕ
睡
伽
ｌ
灼
半
レ
ス
ト
ラ
ン
Ⅱ
ｌ
祖

君
叩
１
町
１
５
５
２
９

☆
店
長
の
は
に
か
ん
だ
笑
顔
が

魅
力
の
〃
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
″

生
田
新
道
と
鯉
川
筋
の
交
差

点
か
ら
東
に
三
十
メ
ー
ト
ル
、

ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
ピ
ル
２
Ｆ
に

あ
る
〃
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
″
は
季

神
戸
の
数
多
い
喫
茶
店
の
中
で

も
一
味
違
っ
た
お
も
む
き
を
見

せ
て
い
る
。

カ
フ
ェ
オ
ー
ル
（
伽
円
）
を

注
文
す
る
と
、
い
れ
た
て
の
．

－
ヒ
ー
と
ミ
ル
ク
が
別
々
に
、

ワ
ゴ
ン
で
運
ば
れ
て
く
る
。
目

の
前
の
カ
ッ
プ
に
、
コ
ー
ヒ
ー

と
ミ
ル
ク
が
、
そ
し
て
や
す
ら

ぎ
が
混
じ
り
合
う
。
店
長
の
細

や
か
な
気
く
ば
り
が
、
飲
む
側

に
伝
わ
っ
て
、
不
思
議
に
落
ち

付
く
の
だ
。

モ
ガ
の
時
代
の
喫
茶
店
、

〃
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
〃
・
茶
系
に

ま
と
め
た
シ
ッ
ク
な
店
内
は
ど

こ
か
し
ら
、
な
つ
か
し
い
。

夕
方
四
時
か
ら
は
、
お
酒
も

楽
し
め
る
。
カ
ク
テ
ル
は
伽
円

よ
り
。
珍
し
い
ド
イ
ツ
の
〃
小

石
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
〃
（
”
）
は
女

性
に
人
気
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も

で
き
る
。

せ
わ
し
な
い
世
の
中
を
窓
か

ら
ポ
ン
ヤ
リ
眺
め
る
の
も
い

、
◎
し回

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
３
１
８
１
Ｍ

元
町
ア
ー
パ
ン
ラ
イ
フ
２
Ｆ

Ａ
Ｍ
畑
Ｉ
Ｐ
Ｍ
加

官
卸
１
５
９
９
１
水
咽
休
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湊
川
公
園
に
民
族
料
理
等
の
屋

台
を
出
店
（
岨
時
ｌ
娼
時
）
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
加
時
ｌ
娼

時
）
も
あ
る
。

詔
（
日
）
・
お
時
ｌ
肥
時
、
出
演
。

光
玄
（
ブ
ル
ー
ス
）
・
ホ
ン
・

ヨ
ン
ウ
ン
（
ロ
ッ
ク
）
・
憂
歌

団
（
ブ
ル
ー
ス
）
。
会
場
は
、

い
ず
れ
も
湊
川
公
園
（
雨
天
の

場
合
、
兵
庫
区
公
会
堂
）
イ
ベ

ン
ト
・
帰
っ
て
き
た
寄
席
ば
や

し
、
７
／
記
（
日
）
・
姐
時
ｌ
塑

時
、
会
場
・
新
開
地
劇
場
、
入

場
料
。
前
売
り
１
０
０
０
円
、

当
日
１
２
０
０
円
、
出
演
・
露

乃
五
郎
（
落
語
）
。
ト
ミ
ー
ズ

（
漫
才
）
他
。
ま
た
両
日
と
も

新
開
地
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
夏
三
昧
Ⅵ

平
成
３
年
７
月
”
日
（
土
）
ｌ

犯
日
（
日
）
、
「
新
開
地
ア
ー
ト
ピ

レ
ッ
ジ
夏
三
昧
Ⅵ
」
（
主
催
新

開
地
ア
ー
ト
ピ
レ
ッ
ジ
夏
三
昧

実
行
委
員
会
。
実
行
委
員
長
鷲

田
信
郎
）
が
開
催
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
新
開
地
の
街
づ
く

り
を
通
し
て
、
神
戸
文
化
の
発

展
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
去
る

平
成
３
年
５
月
１
日
に
発
表
さ

れ
た
〃
新
開
地
ア
ー
ト
ピ
レ
ッ

ジ
構
想
〃
を
受
け
て
催
さ
れ
る

ひ
と
つ
の
試
み
で
あ
る
。

内
容
は
、
イ
ベ
ン
ト
・
音
楽

市
場
、
７
／
”
（
土
）
・
妬
時
１

妃
時
、
出
演
・
春
待
ち
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ン
ド
（
ジ
ャ
グ
）
・
ネ
ー

ネ
ー
ズ
（
沖
縄
民
謡
）
・
ロ
ス
。

ル
ン
ペ
ロ
ス
（
サ
ル
サ
）
、
７
／

第
十
九
回
市
民
の
福
祉
講
座

鱗 ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル鋪議 霧国

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

ＰＲポスター

当
本
部
が
運
動
を
推
進
す
る
手
段
に

は
六
種
類
あ
り
ま
す
。
献
金
、
古
切
手

の
収
集
、
啓
発
紙
、
啓
発
図
書
、
啓
発

映
画
と
ビ
デ
オ
そ
し
て
パ
ネ
ル
・
啓
発

の
つ
ど
い
「
市
民
の
福
祉
講
座
」
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
市
民
の
福
祉
講
座

は
回
を
重
ね
て
今
年
で
十
九
回
に
な
り

ま
す
が
、
次
の
要
領
に
よ
り
開
他
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

・
テ
ー
マ
福
祉
の
新
し
い
風
ノ
ー
マ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は

・
日
時
八
月
四
日
午
前
十
時
よ
り

・
日
程

・
基
調
講
演
ノ
ー
マ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
わ
が
国
の
福
祉

日
本
女
子
大
学
教
授

一
番
ケ
瀬
康
子
先
生

・
ち
え
遅
れ
の
用
語
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
説
明

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

す
べ
て
の
人
が
共
に
生
き
る

豊
か
な
社
会
を

パ
ネ
ラ
ー

統
合
保
育
ｌ
松
村
寛
（
風
の
子
保

育
園
園
長
）
交
流
学
習
Ｉ
梅
谷
千

画
栄
（
元
青
陽
東
養
謹
学
校
教

諭
）
障
害
者
問
題
ｌ
金
附
洋
一
郎

（
神
戸
聖
生
園
園
長
）
老
人
問
題

Ｉ
中
辻
直
行
（
永
栄
園
園
長
）
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
野
上
文
夫

（
川
崎
医
疲
福
祉
大
学
助
教
授
）

暑
い
季
節
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
来
聴

を
歓
迎
し
ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

閲
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
・
郵
便
局
の
隣

唖
○
七
八
’
二
三
一
－
二
一
一
四

:⑭

珍獣マヌルネコ

１
１４４
１

割 ロー= 可蚕蝿一..､識蕊､論聴;､識
基歌団

な
お
、
当
日
は
付
近
の
駐
車

場
の
満
員
状
態
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
来
場
の
際
に
は
、
電
車
ま

た
は
バ
ス
の
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
珍
獣
マ
ヌ
ル
ネ
コ
王
子
動
物

園
に

中
国
の
天
津
市
天
津
動
物
園

か
ら
、
市
立
王
子
動
物
園
に
マ

ヌ
ル
ネ
コ
が
贈
ら
れ
、
６
月
４

日
よ
り
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い

る
。

マ
ヌ
ル
ネ
コ
は
シ
ベ
リ
ア
南

部
、
中
国
四
川
省
、
チ
ベ
ッ
ト

高
原
に
生
息
す
る
珍
獣
で
、
絶

滅
に
瀕
し
て
お
り
、
ワ
シ
ン
ト

ン
条
約
で
商
取
引
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
貴
重
な
動
物
。

贈
ら
れ
た
の
は
、
昨
年
６
月

に
続
い
て
、
２
頭
目
の
メ
ス
。

体
長
約
㈹
セ
ン
チ
、
体
重
Ｍ
キ

ロ
、
グ
レ
ー
の
毛
な
み
に
、
大

き
な
目
を
し
て
可
愛
ら
し
い
。

東
京
上
野
動
物
園
に
も
オ
ス

が
一
頭
い
る
が
、
複
数
飼
育
は

今
回
が
全
国
初
。
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▼
神
戸
大
学
留
学
生
懇
親
会
、

開
か
れ
る
。

日
本
婦
人
の
政
治
に
対
す
る

関
心
を
促
そ
う
と
結
成
さ
れ
た

神
戸
婦
人
有
権
者
連
盟
は
、
６

月
お
日
神
戸
大
学
。
ラ
ン
ス
ボ

ッ
ク
ス
で
、
各
国
留
学
生
約
記

名
を
集
め
て
「
留
学
生
有
志
と

の
懇
親
会
」
を
催
し
た
。

伊
庭
文
子
会
長
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
留
学
生
活
に

▼
妬
年
ぶ
り
大
阪
。
京
都
中
等

野
球
Ｏ
Ｂ
戦

太
平
洋
戦
争
敗
戦
に
打
ち
ひ

し
が
れ
た
全
国
中
等
学
校
優
勝

野
球
大
会
は
、
昭
和
型
年
夏
、

西
宮
球
場
に
よ
み
が
え
っ
た
。

優
勝
戦
は
浪
華
商
業
ｖ
Ｓ
京
都

二
中
で
行
な
わ
れ
、
２
対
０
で

浪
商
に
凱
歌
が
あ
が
っ
た
。

そ
の
頃
の
球
児
達
も
今
や
還

暦
。
予
選
参
加
の
他
校
選
手
も

交
え
約
伽
人
が
懐
し
の
西
宮
球

場
で
、
再
会
す
る
。
「
戦
後
復

活
全
国
大
会
決
勝
記
念
大
阪
。

京
都
Ｏ
Ｂ
戦
」
と
銘
打
つ
こ
の

球
宴
は
、
７
月
ｎ
日
午
後
１

時
、
牧
野
直
隆
氏
（
日
本
高
野

連
会
長
）
の
始
球
で
プ
レ
ー
ボ

ー
ル
す
る
。
元
球
児
の
対
決
や

如
何
に
。
写
真
は
谷
川
照
夫
氏

（
市
岡
商
Ｏ
Ｂ
）
の
提
供
に
よ

る
。
同
日
、
先
発
予
定
の
両
エ

ー
ス
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
。

▼
〃
ほ
の
ぼ
の
レ
イ
ク
″
創
作

童
話
募
集
中

〃
ほ
の
ぼ
の
レ
イ
ク
″
で
お

な
じ
み
の
㈱
レ
イ
ク
は
『
ほ
の

ぼ
の
童
話
館
』
と
題
し
て
、
創

145

鍔

ときめきを童話に

好敵手、再び

鯵

作
童
話
を
募
集
し
て
い
る
。
あ

な
た
も
素
敵
な
創
作
童
話
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
。

●
テ
ー
マ
・
自
由
（
日
本
語
で
未
発
表
の

創
作
童
話
）

②
原
稿
規
定
・
咽
字
詰
原
稿
用
紙
５
枚

（
黒
鉛
筆
か
イ
ン
ク
。
ワ
ー
プ
ロ
原
菰

可
）ｅ

応
雛
笠
格
・
国
内
注
住
の
方
（
「
一
般

の
部
」
Ⅱ
高
校
生
以
上
、
「
児
亜
の
部
」

Ｉ
中
学
生
以
下
）

＠
応
募
方
法
・
表
紙
を
つ
け
て
、
タ
イ
ト

ル
と
「
一
般
の
部
」
及
び
「
児
童
の
部
」

と
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
、

性
別
、
電
話
番
号
、
耽
業
（
学
校
名
）
を

明
記
。

●
応
募
先
〒
知
大
厘
巾
中
央
区
淡
路
町
２

１
３
１
９
側
レ
イ
ク
吹
繍
室
「
ほ
の
ぼ
の

童
話
館
」
一
般
の
部
ま
た
は
児
童
の
部

係
。⑧

締
め
切
り
・
平
成
３
年
８
月
即
日
（
当

日
消
印
右
効
）

●
問
い
わ
せ
先
。
㈱
レ
イ
ク
広
報
室
渡
辺

鮒
喧
衡
０
６
１
２
２
６
１
０
９
０
９

れ
る
紙
パ
ッ
ク
は
全
部
で
三
二
億
本
。

こ
れ
は
、
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
で
太
さ
一

六
セ
ン
チ
の
木
に
換
算
す
る
と
、
一
七

一
五
○
○
○
本
に
な
る
」
そ
れ
は
勿
体

の
本
・
牛
乳
パ
ワ
ク
で
作
ら
れ
る
様
々

な
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
。
楽
し
く
地

（
京
都
書
院
刊
九
八
○
円
）

『
峰
》
》
》
》
》
》
》
峠
手
需
彦

の
写
俳
集
。
一
見
、
不
釣
合
な
こ
の
ふ

た
つ
が
調
和
し
て
い
る
。
そ
の
数
少
な

い
文
字
の
中
に
、
鮮
や
か
な
光
と
影
に

ネ
パ
ー
ル
に
恋
を
し
た
作
者
の
熱
い
想

い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ネ
パ
ー
ル
と
作

者
が
織
り
な
す
ド
ラ
マ
。
感
性
は
い
ず

れ
理
屈
で
は
語
れ
な
い
。
こ
の
本
は
そ

図
書

ガ
イ
ド

伊藤文子会長

繍
繋
鰯
お
さ
ら
い

》
》
》
癖
》
》
》
》
》
》
松
原
干
智

つ
い
て
の
感
想
や
意
見
を
交
換

し
合
っ
た
。

「
日
本
人
は
ス
ト
レ
ー
ト
に

話
を
し
な
い
の
で
、
な
か
な
か

気
持
ち
が
通
じ
な
い
」
「
日
本

に
は
留
学
生
を
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

ー
す
る
機
関
が
な
い
の
で
、
帰

国
後
、
日
本
で
生
ま
れ
た
交
流

が
途
絶
え
て
し
ま
う
」
な
ど
素

直
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

料
理
は
す
べ
て
手
作
り
。
童

謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
な
ど
を
み
ん

な
で
歌
っ
て
、
懇
親
会
は
和
や

か
に
閉
会
し
た
。

▼
外
国
人
対
象
、
「
心
の
相
談

室
」足

元
か
ら
の
国
際
交
流
を
目

指
し
て
今
年
３
月
に
発
足
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
神
戸
は
、
在
日

外
国
人
の
悩
み
事
や
相
談
に
の

る
「
心
の
相
談
室
」
を
６
月
ｍ

日
に
開
設
し
た
。

相
談
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の

調
停
員
ら
３
人
が
、
日
本
語
と

英
語
で
応
じ
る
。
世
話
人
の
井

上
香
子
さ
ん
は
「
気
軽
に
国
際

交
流
の
窓
口
と
し
て
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

相
談
日
は
毎
月
第
２
、
第
４

さ
さ
い
な
こ
と
が
、
気
掛
り
に
な
っ

て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
が
あ
る
。

気
に
留
め
だ
す
と
、
と
ど
ま
ら
な
い
。

ど
ん
ど
ん
と
深
み
に
は
ま
っ
て
、
た
だ

疲
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
詩
集
は
、
そ
ん

な
た
わ
い
の
な
い
出
来
事
を
ビ
デ
オ

の
コ
マ
送
り
の
よ
う
に
描
写
し
て
い

る
。
「
気
に
な
る
か
ら
詩
に
し
て
み

よ
」
と
い
う
素
直
で
飾
り
気
の
な
い
作

者
の
人
柄
が
う
か
が
え
て
、
お
も
し
ろ

い
。（

編
築
工
房
ノ
ア
刊
一
六
○
○
円
）
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人
び
と
が
住
み
続
け
た
い

ま
た
訪
れ
て
み
た
く
な
る
よ

う
な
都
市
ｌ
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ

ー
ト
都
市
を
創
っ
て
い
き
た

い
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
・
企
業
・
市
が
一
体
と

な
っ
て
快
適
な
都
市
環
境
、

豊
か
な
都
市
文
化
を
創
造
し

て
い
く
も
の
で
す
。
平
成
５

年
に
は
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

の
完
成
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

の
街
び
ら
き
な
ど
、
ア
ー
バ

ン
リ
ゾ
ー
ト
都
市
神
戸
実
現

へ
の
序
章
を
飾
る
年
に
あ
た

り
、
こ
れ
を
記
念
し
て
神
戸

他
に
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
。
中
で
も
大
鉄
道
は
こ
の
ま

つ
り
の
目
玉
。
本
物
そ
っ
く
り

月
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
４
時

ま
で
。
希
望
者
は
予
約
を
。
問

い
合
せ
先
は
神
戸
市
中
央
区
江

戸
町
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
密
０
７
８
１
３

２
２
１
０
３
０
３

▼
第
３
回
谷
上
夏
ま
つ
り

神
戸
電
鉄
主
催
の
夏
ま
つ
り

が
谷
上
Ｓ
Ｈ
ピ
ル
で
８
月
１
日

１
８
月
４
日
ま
で
開
か
れ
る
。

主
な
催
し
は
次
の
と
お
り
。

●
子
供
英
会
話
教
室
／
７
．
浬
・
麺
・
露

／
蝿
：
伽
１
頚
：
”
／
千
円
要

●
ピ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
衣
料
品
パ
ザ
ー
ル
／

７
・
錨
Ｉ
躯
／
、
・
・
叩
１
画
・
・
叩
③
圭
・

修
が
や
っ
て
来
る
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・

ク
イ
ズ
大
会
／
７
．
鉛
／
理
・
翁
訓
ｌ
蝿
．
、

卯
／
無
料
ｅ
夏
の
大
鉄
道
展
切
１
Ｎ
谷
上

／
８
．
１
１
８
．
４
／
加
配
Ｍ
１
皿
・
・
”

／
無
料
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●
六
○
ｍ
ｍ
勺
○
い
『

神
戸
ま
ち
づ
く
り
「
フ
ェ
ア
」

神
戸
で
「
ア
ー
バ
ン
・
リ

ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
・
コ
ウ
ベ
・

棚
」
が
平
成
５
年
、
開
催
さ

れ
る
。
こ
の
開
催
に
つ
い
て

笹
山
神
戸
市
長
は
「
神
戸
市

民
一
人
ひ
と
り
が
『
や
さ
し

さ
』
と
『
ぬ
く
も
り
』
を
実

感
で
き
る
魅
力
あ
る
街
を
市

花時計

民
と
と
も
に
作
り
上
げ

い
。

■

の
模
型
列
車
を
走
ら
せ
る
。

問
い
合
わ
せ
先
は
、
神
戸
電

鉄
企
画
課
事
業
係
恋
０
７
８
１

５
７
５
１
３
１
７
１

▼
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
公
募

要
領
決
ま
る

様
々
な
美
術
の
創
作
活
動
に

励
む
県
民
の
方
々
の
日
頃
の
成

☆
音
楽
家
の
ジ
ャ
ン
・
メ
ル
オ
ー
神
父

が
宝
塚
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
転
任
さ
れ

ま
し
た
。
〒
姉
宝
塚
市
南
口
１
丁
目
７

番
７
号
湾
０
７
９
７
（
池
）
４
６
２
８

（
教
会
）
直
通
０
７
９
７
（
Ｕ
３
１

５
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
９
７
（
池
）
６
７
８

５
又
は
英
知
大
学
〒
雌
尼
崎
市
若
王
子

２
の
塾
の
１
含
妬
（
抑
）
５
０
０
０

☆
詩
人
の
藤
本
義
一
さ
ん
の
新
し
い
仕

事
場
の
お
知
ら
せ
。
〒
型
兆
鰍
都
渋
谷

区
代
々
木
２
丁
目
ｗ
ノ
躯
束
秀
和
レ
ジ

デ
ン
ス
加
茸
”
（
３
３
７
８
）
２
２
０

０
☆
株
式
会
社
モ
ー
ド
リ
ン
グ
（
三
浦

幸
衛
代
衷
取
締
役
）
の
西
神
本
社
が
、

７
月
幻
日
に
オ
ー
プ
ン
。
〒
剛
神
戸
市

須
磨
区
弥
栄
台
３
丁
目
、
ノ
３
宮
叩

（
油
）
５
０
０
０

☆
一
一
ユ
ー
ジ
ラ
ン
ド
の
国
立
マ
ッ
セ
イ

大
学
の
Ｎ
Ｚ
日
本
学
セ
ン
タ
ー
初
代
主

任
研
究
官
と
し
て
３
年
半
の
任
期
を
終

え
、
４
月
１
日
か
ら
園
田
学
園
女
子
短

期
大
学
の
助
教
授
と
し
て
田
辺
真
人
氏

が
、
新
し
い
仕
事
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

大
学
／
尼
崎
市
南
塚
口
７
丁
目
頚
ノ
ー

倉
妬
晒
）
１
２
０
１
自
宅
〒
剛
神
戸

市
須
磨
区
菅
の
台
７
丁
目
露
ノ
６
貧
叩

（
、
）
４
６
６
２

☆
兵
庫
県
洋
菓
子
協
会
の
新
会
長
に
、

５
月
Ⅳ
日
の
総
会
に
お
い
て
浜
田
正
二

氏
が
就
任
さ
れ
、
前
会
長
の
増
田
寅
氏

は
名
誉
会
長
・
理
率
に
就
か
れ
ま
し
た
。

☆
神
戸
服
装
専
門
学
校
の
米
谷
玲
子
校

長
が
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
円
満
辞
任

さ
れ
、
後
任
に
副
校
長
の
横
田
初
江
さ

ん
が
校
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
７
月
即
日
午
後
６
時
よ
り
〃
パ
ッ
キ

ー
白
片
と
ア
ロ
ハ
ハ
ワ
イ
ァ
ン
ズ
〃
と

共
に
〃
す
み
も
と
か
み
″
（
唄
）
丹
野

最
世
子
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）
で
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
「
ケ
ン
ト
ス
」
で
。
宮
（
狸
）

２
１
８
１
、
申
込
み
宮
（
奴
）
８
７
８

５
，
５
，
０
０
０
円
。

た
の
ま
ち
全
体
を
ス
テ
ー
ジ
と

大鉄道展

し
た
『
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
ー

フ
エ
ア
塊
』
を
開
催
し
ま
一

す
」
と
挨
拶
を
さ
れ
て
い
る
。
一

誠
に
素
晴
ら
し
い
発
想
で
一

流
石
、
神
戸
だ
と
膝
を
た
た
一

く
思
い
だ
っ
た
。
ま
た
一
方
一

で
は
従
来
の
フ
ェ
ア
の
あ
り
一

方
を
払
拭
し
て
、
パ
ピ
リ
オ
ー

ン
な
ど
は
つ
く
ら
な
い
と
斬
一

新
な
発
想
、
そ
の
テ
ー
マ
は
一

「
古
き
良
き
街
の
魅
力
の
創
一

造
と
、
新
し
い
街
の
息
吹
の
一

出
会
い
・
」
だ
、
何
ん
と
し
て
一

も
こ
の
フ
ェ
ア
を
成
功
さ
せ
一

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。八

Ｙ
Ｖ
－

果
を
発
表
す
る
場
、
新
人
美
術

家
の
登
竜
門
と
し
て
、
今
回
で

虹
回
目
を
数
え
る
兵
庫
県
立
近

代
美
術
館
公
募
切
県
展
が
開
催

さ
れ
る
。
公
募
の
要
領
は
次
の

と
お
り
。

③
公
募
部
門
・
洋
画
、
日
本
画
、
彫
塑
、

工
芸
令
書
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン
。

⑳
応
募
資
格
・
兵
庫
県
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
す
る
超
歳
以
上
の
方
（
国
籍
は
問
い

ま
せ
ん
。
）

⑳
作
品
受
付
・
搬
入
日
時
、
７
月
過
日

（
土
）
及
び
７
月
皿
日
（
日
）
、
ｍ
時
ｌ
亜

時
。
扱
入
場
所
、
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

講
義
室
（
美
術
館
南
・
駐
車
場
前
）

⑳
出
品
規
程
・
「
出
品
規
程
（
申
込
書
を

含
む
ビ
は
、
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
、

各
県
民
局
、
県
立
文
化
会
館
な
ど
に
配

布
。
詳
し
く
は
、
左
記
の
兵
庫
県
立
近
代

美
術
館
普
及
課
県
展
係
ま
で
。

③
問
合
せ
先
・
兵
庫
県
近
代
美
術
館
普
及

課
県
展
係
肴
０
７
８
１
８
０
１
１
１
５
９

１
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ます。年会費（入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブ「神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か

ど様々な措報を提供します。さらに年２回、文

を明記の上、〒6 5 0 中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ月刊神戸っ子・神戸っ子倶楽部まで

■神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を孫架して
います。会員の方には「月刊神戸っ子」を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌面上に、「神戸っ
子倶楽部ニュース」を毎月掲戦、会員の動きな

〃

化性の高いイベント（コンサート、美術展、演
劇など）に特別割引または無料でご招待いたし

画I 弓調チケットを御希望の方は、ハガキに住所･ 氏名･ 会員N o . ・電話番号・希望枚数
〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ
ＴＥＬ・O 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6
F A X 、0 7 8 - 3 3 1 - 2 7 9 5

な神戸っ子ライフをお楽しみになりませんか。
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☆' ９１ＫＯｂｅｃｃｏｃｌｕｂｎｅＷｇ４７ ☆K o b e c c o c l u b 会員I 情報
愛読者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

松
竹
大
歌
舞
伎

、

= →

承' 3
作
左
小
刀人
形
罰

一
一
、
唾
代
銅
踊
樹
蝿
治
郷
、
上
一
郡
部
時
部
の
６
の

近
松
門
左
衛
側
作

昼
部
昼

宇
野
信
夫
脚
色
・
淡
出
、
Ｊ
の
、
ノ

三
、
曽
根
崎
心
中
燕
三
場
吐
夜
旧
日
日

③
特
等
４
１
２
０
円
、
》
等
３
０
９
０
円
訓
罰
ｌ

二
等
２
０
６
０
円
、
あ
じ
さ
い
シ
ー
ト
月
月

１
０
３
０
円
を
、
妬
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
ご
優
待
８
９

雅中中
音Ｈ１時
時開演
部11時
開演

片
岡
我
賞

神戸文化ホール大ホール

｢ 神戸ゆかり
を会員の皆様

の洋画家たち」
に無料でご招待

於ホワイトハウス

の展
しま
覧会
す。

ポートウオッチングマップが
できました。

栄町通から旧居地界隈に建ち並ぶ、近
代洋風建築の数々･ ミナト神戸を愛す
る人々が作ったポートウオッチングマ
ップ〈3 0 0 円）を2 0 名様にプレゼント。
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色

るぼるた－じゅ神戸

玉北野国際まつり
、一一一へ一一一～

ＫＩＴＡＮＯＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬＩｉＥＳＴＩＶＡＬ' 9 １

ｉ唖電今
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今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
＆
フ
ァ
ン

・
イ
ン
Ⅵ
」
だ
そ
う
な
。
つ
ま
り
、
ふ
れ
合
い
と
素
敵
な
出
会
い

の
場
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

神
戸
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
『
北
野
国
際
ま
つ
り
』

も
、
す
で
に
十
一
回
目
。
七
月
二
十
七
日
（
午
前
十
時
ｌ
午
後
八

時
三
十
分
）
、
一
一
十
八
日
（
午
前
十
時
ｌ
午
後
七
時
）
の
両
日
、

北
野
天
満
神
社
で
開
か
れ
る
。

北
野
は
、
古
代
か
ら
宇
治
野
、
平
野
、
夢
野
と
共
に
神
戸
七
野

と
呼
ば
れ
た
一
つ
。
小
野
の
北
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
北

野
」
の
地
名
が
つ
い
た
ら
し
い
。
神
社
の
云
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、

治
承
四
年
（
二
八
○
）
、
平
清
盛
が
福
原
遷
都
の
際
、
京
都
の

北
野
神
社
か
ら
分
霊
し
て
把
っ
た
と
い
う
が
、
確
か
な
資
料
は
な

い
。
た
だ
、
拝
殿
を
修
理
中
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
七
月
、

と
建
立
年
月
を
墨
書
し
た
棟
札
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
二
百
五
十

年
前
か
ら
の
足
取
り
は
、
こ
れ
で
つ
か
め
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ

「
風
見
鶏
」
ブ
ー
ム
で
、
年
間
五
十
四
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
北
野
神
社
に
心
ひ
か
れ
る
人
が
何
人
あ

っ
た
ろ
う
か
。
風
見
鶏
の
館
（
旧
ト
ー
マ
ス
邸
・
重
文
）
と
隣
り

合
わ
せ
た
形
で
、
鳥
居
と
石
段
が
あ
る
と
い
う
の
に
。

「
き
つ
い
云
い
方
を
し
た
ら
、
。
ヘ
ン
ペ
ン
草
が
生
え
て
い
た
」

北
野
神
社
が
、
北
野
界
わ
い
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
し
て
脚
光

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
『
北
野
国
際
ま
つ
り
』
あ
っ
て
の

こ
と
だ
（
同
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
話
）
と
い
う
。

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
○
）
は
、
北
野
神
社
の
〃
遷
座
八
百

年
祭
″
に
当
た
っ
た
。
ど
ん
な
祭
り
に
す
る
か
。
佐
藤
直
邦
宮
司

の
思
い
出
に
あ
る
祭
り
は
、
外
国
人
の
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
ミ

コ
シ
を
か
つ
い
だ
こ
と
。
ハ
シ
シ
や
ピ
ニ
ー
た
ち
仲
良
し
の
友
や
の
を

悪
ガ
キ
の
ギ
タ
ト
リ
ン
の
無
邪
気
な
笑
顔
な
ど
、
忘
れ
ら
れ
な
い
癖
燕
。

光
景
だ
っ
た
。
区
一
司とで宮

築
椎
野
鋤
涯
麺
稚
峰
晒
癖
需
畔
畔
碑
↑
維
榊
糖
坤
嘩
捧
郵
冠
峨
醒
砕
》
》

近
い
外
国
人
が
住
ん
で
い
る
．
北
野
神
社
の
氏
子
も
一
一
七
％
が
在
へ
抵
毒

日
外
国
人
だ
。
昭
和
十
九
年
生
ま
れ
の
佐
藤
宮
司
に
と
っ
て
、
欧
酵
誰
丞

母

米
人
で
あ
ろ
う
が
東
洋
人
で
あ
ろ
う
が
、
わ
け
へ
だ
て
を
す
る
こ

と
す
ら
考
え
に
く
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

祭
り
の
輪
に
外
国
人
を
入
れ
よ
う
、
と
い
う
発
想
と
は
逆
に
、

日
本
人
と
外
国
人
で
一
つ
の
輪
を
つ
く
ろ
う
、
と
佐
藤
宮
司
は
考

え
た
。
共
鳴
す
る
人
び
と
が
集
ま
っ
て
き
た
。
日
本
の
祭
り
に
参

加
し
た
い
と
願
っ
て
き
た
外
国
人
、
理
屈
抜
き
に
人
類
愛
を
大
事

に
し
た
い
と
望
み
続
け
た
日
本
人
が
、
手
弁
当
で
寄
っ
て
き
た
。

実
行
委
員
会
は
、
佐
藤
宮
司
を
委
員
長
と
す
る
ほ
か
は
、
毎
年
、

委
員
を
選
び
．
人
の
ボ
ス
は
存
在
し
な
い
。
全
員
が
無
名
で
下

積
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
心
の
底
か
ら
甘
ん
じ
て
い
る
」
と
、
私

の
友
人
Ｏ
君
は
、
ク
ギ
を
刺
す
。
誰
か
が
何
か
を
得
る
た
め
で
は

な
い
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
。

今
年
の
ス
タ
ッ
フ
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
大
詰
め
。
十
九
の
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
は
ざ
っ
と
七
十
人
。
そ
の
う
ち
三
十
人
が
社
務
所

に
詰
め
か
け
た
。
日
本
人
、
外
国
人
、
老
若
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
も

い
い
。
会
費
五
百
円
。
い
つ
も
個
々
に
実
費
を
持
ち
寄
り
、
カ
レ

ー
を
作
っ
た
り
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
を
買
い
に
走
っ
て
、
勤
め
帰
り

の
空
腹
を
満
た
す
．

佐
藤
宮
司
の
条
件
は
た
だ
一
つ
。
「
草
の
根
レ
ベ
ル
の
世
界
平

和
祈
願
の
場
と
す
る
こ
と
」
だ
。
神
道
の
場
に
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
シ

ー
ク
教
（
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
一
派
）
、
拝
火
教
、
パ
ー
シ
ー
教
（
拝

火
教
の
一
派
）
、
バ
ハ
イ
教
（
回
教
の
一
派
）
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
、

キ
リ
ス
ト
教
の
カ
ト
リ
ッ
ク
、
新
教
、
仏
教
、
修
験
道
な
ど
が
つ

ど
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
式
に
即
し
て
平
和
祈
願
を
行
う
。
太
鼓
や

タ
ン
バ
リ
ン
を
打
ち
鳴
ら
す
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
や
、
ラ
ビ
の
祈
り
を

奉
げ
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
…
。

そ
こ
に
〃
融
合
″
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
宗
教
的
伝
統

今
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ンの核になる。

を
誇
示
す
る
よ
う
に
、
さ
り
げ
な
く
〃
共
存
″
し
て
い
る
。

「
人
そ
れ
ぞ
れ
の
神
は
、
自
分
自
身
の
心
に
あ
る
、
と
い
う
こ

と
か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
。
祈
り
の
場
所
と
し
て
、
た
と
え
神
社

で
あ
ろ
う
と
、
平
和
を
希
求
す
る
気
持
は
共
通
で
す
か
ら
、
拝
む

作
法
が
ど
う
で
あ
れ
、
全
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
」

第
一
回
か
ら
十
一
年
間
、
事
務
局
を
預
っ
て
き
た
Ｙ
さ
ん
の
、

誠
実
な
受
け
答
え
に
は
、
脱
帽
あ
る
の
み
だ
。

実
際
、
か
弱
い
人
間
が
祈
る
心
は
一
つ
で
あ
る
。
祈
る
作
法
や

手
順
な
ど
、
気
に
な
ら
な
い
。
ご
く
初
め
の
こ
ろ
、
ユ
ダ
ヤ
教
会

に
よ
る
祈
祷
が
始
ま
り
、
祈
る
人
た
ち
は
、
ま
ず
本
殿
に
会
釈
し

た
あ
と
左
卯
度
へ
ク
ル
リ
と
向
き
を
変
え
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
へ
の

礼
拝
を
奉
げ
る
自
然
な
習
慣
だ
か
ら
。
そ
れ
に
対
し
て
佐
藤
宮
司

も
正
子
も
、
ご
く
当
た
り
前
の
よ
う
に
し
た
が
っ
た
と
い
う
。

こ
ん
な
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
文
句
な
し
に
、
い
い
な
あ
、
と

思
う
。
国
籍
、
人
種
、
宗
教
、
世
代
、
思
想
信
条
を
超
え
て
一
つ

に
な
れ
る
人
間
に
、
私
も
な
り
た
い
し
、
友
人
・
知
人
に
も
誘
い

か
け
た
い
。
少
な
く
と
も
「
国
際
都
市
・
神
戸
」
な
ど
と
い
っ
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
見
失
わ
せ
て
い
る
本
モ
ノ
の
人
間
理
解
を
、
取
り

戻
せ
る
最
高
の
舞
台
で
あ
る
。

鴬蕊謹

●

圭舜群

０
１
５
‐
１

サ
ン
零
ハ
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
、
韓
国
と
沖
純
の
民
族
舞
踊
、
中
国

の
獅
子
舞
や
手
品
な
ど
「
国
際
ス
テ
ー
ジ
」
は
、
観
客
に
見
せ
る

た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
神
へ
の
供
え
物
だ
。
本

場
の
イ
ン
ド
カ
レ
ー
、
ホ
ー
ム
メ
ー
ド
の
ケ
ー
キ
な
ど
世
界
の
料

理
や
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
、
民
芸
な
ど
の
グ
ッ
ズ
を
売
る
境
内
の
ブ
ー

ス
は
、
各
国
の
人
び
と
が
言
葉
や
習
慣
の
違
い
を
超
え
て
心
を
通

わ
す
〃
縁
日
の
市
″
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

事
務
局
の
Ｙ
さ
ん
か
ら
、
参
考
ま
で
に
、
と
い
た
だ
い
た
コ
ピ

ー
の
中
に
、
シ
ェ
パ
ー
ド
外
語
学
院
院
長
ク
レ
イ
グ
・
ス
ミ
ス
さ

ん
の
「
育
っ
て
ほ
し
い
草
の
根
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

と
い
う
一
文
に
惹
か
れ
た
。

八
北
野
国
際
ま
つ
り
は
、
神
戸
市
が
表
而
だ
け
で
な
く
、
本
質

的
に
国
際
都
市
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
一
つ
の
現
わ
れ
だ
と
思
い

ま
す
。
昔
な
つ
か
し
い
良
き
田
舎
の
お
祭
り
を
思
い
出
さ
せ
ま

す
。
人
び
と
が
糸
で
あ
る
な
ら
、
国
際
ま
つ
り
は
、
は
た
織
り
機

で
す
。
誰
も
が
参
加
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
で
、
才
能
、
文

化
、
職
業
、
人
種
で
織
り
な
し
て
い
く
、
っ
づ
れ
織
り
で
す
。
ど

ん
な
に
高
価
な
織
物
に
も
ま
さ
る
愛
の
っ
づ
れ
織
り
で
す
Ｖ

祭
り
の
基
本
テ
ー
マ
は
「
愛
」
。
無
名
性
を
誇
り
と
す
る
ス
タ

ッ
フ
の
、
誇
り
の
支
え
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
だ
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
。

ブ
ー
ス
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
収
益
は
、
た
と
え
僅
か
で
も
国
内
の

施
設
や
東
南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
な
ど
諸
外
国
に
、
一
銭
の
狂
い
も

な
く
送
ら
れ
て
い
る
。
今
年
は
、
新
た
に
「
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
加
わ
っ
た
。
ピ
エ
ロ
軍
団
、
ト
ラ
ン
ポ
ピ
ス
ク
、
似
顔
絵
な
ど

ス
テ
ー
ジ
の
参
加
者
が
献
血
を
呼
び
か
け
、
採
血
も
行
う
。

「
十
年
も
続
け
る
と
一
つ
の
歴
史
的
伝
統
が
、
草
の
根
に
浸
み

込
ん
だ
気
が
す
る
」
と
、
Ｏ
君
が
い
う
。
そ
の
伝
統
と
は
、
国
際

性
な
ど
と
い
う
抽
象
的
な
言
莱
と
無
関
係
に
、
一
人
ひ
と
り
が
祭

り
の
主
人
公
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
愛
を
確
か
め
合

う
こ
と
だ
。
そ
こ
に
は
、
政
治
家
の
打
算
的
な
介
入
や
、
企
業
の

宣
伝
の
利
用
を
許
さ
な
い
〃
草
の
根
″
の
誇
り
が
あ
る
。

市
民
の
一
人
と
し
て
、
骨
太
い
発
展
を
ね
が
う
と
同
時
に
、
あ

と
何
日
か
、
の
「
北
野
国
際
ま
つ
り
」
に
熱
い
期
待
を
寄
せ
る
ば

か
り
だ
。
い
や
、
正
味
、
待
ち
遠
し
い
。

■
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し
松
林
を
歩
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

結
局
、
勉
強
ら
し
い
こ
と
は
数
少
な
い
授
業
以
外
ほ
と
ん
ど
や

ら
な
か
っ
た
の
に
、
ぼ
く
は
一
つ
だ
け
受
験
し
た
普
通
高
校
に
合

格
し
た
。
自
分
で
は
、
ま
だ
変
化
を
望
む
気
持
ち
が
心
の
ど
こ
か

に
あ
っ
た
の
か
と
不
思
議
だ
っ
た
が
、
と
に
か
く
周
囲
は
妙
に
喜

ん
だ
。
親
は
す
か
さ
ず
中
学
校
側
と
交
渉
し
て
卒
業
証
書
を
取
ろ

う
と
し
た
。
学
校
側
も
出
席
日
数
が
か
な
り
足
り
な
い
は
ず
だ
っ

た
が
、
ぼ
く
の
卒
業
を
許
可
し
た
。

あ
っ
け
ら
か
ん
と
桜
が
散
る
中
、
在
校
生
が
列
を
作
っ
た
道
を

ぼ
く
が
混
じ
っ
た
卒
業
生
た
ち
は
、
吐
き
だ
さ
れ
る
よ
う
に
し
て

義
務
教
育
課
程
を
終
え
た
。

高
校
に
入
っ
て
も
何
も
変
わ
り
は
し
な
か
っ
た
。
よ
り
均
質
化

さ
れ
た
仁
丹
の
よ
う
な
「
高
校
生
ら
し
い
高
校
生
」
た
ち
は
、
お

も
し
ろ
く
も
な
か
っ
た
。
変
わ
り
身
の
早
さ
、
排
他
性
、
不
自
然

な
ま
で
の
同
志
向
は
と
て
も
若
い
人
間
の
集
団
と
は
思
え
な
い
。

実
質
的
な
利
益
を
得
ら
れ
な
い
と
見
る
と
、
す
か
さ
ず
関
係
を
切

ろ
う
と
す
る
冷
淡
さ
も
、
懐
深
く
踏
み
こ
ん
で
ま
で
人
間
関
係
を

作
ろ
う
と
し
な
い
つ
き
あ
い
方
も
中
学
と
同
じ
だ
っ
た
。
む
し

ろ
、
粒
が
揃
え
ら
れ
て
い
る
分
だ
け
輪
を
か
け
て
ひ
ど
く
な
っ
て

い
る
。高

校
に
通
い
は
じ
め
て
し
ば
ら
く
た
つ
と
、
ぼ
く
は
ま
す
ま
す

学
校
と
関
わ
り
を
絶
ち
た
く
な
っ
た
。
ノ
ル
マ
に
追
わ
れ
る
教
師

の
姿
勢
も
、
生
徒
の
無
個
性
ぶ
り
も
何
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
し

て
、
ぼ
く
も
変
わ
り
は
し
な
か
っ
た
。

や
は
り
海
ま
で
は
そ
う
遠
く
な
か
っ
た
。

車
の
通
る
橋
を
ひ
と
つ
と
電
車
の
通
る
橋
を
ひ
と
つ
く
ぐ
る

と
、
も
う
海
だ
っ
た
。
河
口
は
緩
や
か
に
蛇
行
し
て
い
て
、
両
岸

か
ら
張
り
だ
し
て
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
列
が
流
れ
を
何
度
も
寸
断
し

て
い
る
。
海
に
向
か
っ
て
右
の
奥
は
常
緑
樹
の
森
に
囲
ま
れ
た
ヨ

ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
セ
ー
ル
が
た
た
ま
れ
た
幾
本
も

の
マ
ス
ト
が
中
空
を
か
き
ま
ぜ
る
よ
う
に
揺
れ
て
い
る
。
ぼ
く
が

歩
い
て
き
た
側
に
は
小
規
模
の
漁
港
が
あ
っ
て
、
防
波
堤
で
囲
ま

れ
て
い
る
中
に
船
は
見
え
な
か
っ
た
。
埠
頭
の
先
に
赤
い
灯
台
が

ひ
と
つ
と
、
二
階
だ
て
の
釣
り
具
屋
が
一
軒
あ
る
以
外
は
深
緑
に ￥

海
の
気
配
は
思
い
が
け
な
い
ほ
ど
の
開

ぱ
な
風
景
だ
っ
た
。

も
し
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
出
る
側
の
岸
を
歩
い
て
海
に
着
い
て

い
た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
が
し
た
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
側
は
途
中
の
道

覆
わ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
淀
ん
だ
海

有
刺
鉄
線
で
囲
わ
れ
て
い
た
の
は
、
松
林
の
ほ
う
だ
っ
た
。
ど

う
や
ら
ぼ
く
は
一
軒
の
家
の
庭
に
出
た
ら
し
い
。
そ
の
家
は
白
く

塗
ら
れ
た
木
の
洋
館
で
、
右
側
の
三
角
屋
根
の
部
分
が
増
築
さ
れ

た
ら
し
く
、
真
新
し
か
っ
た
。
テ
ラ
ス
の
端
に
置
か
れ
た
洗
濯
機

の
隣
り
で
犬
が
吠
え
だ
す
。
小
さ
な
鳴
き
声
に
足
下
を
見
る
と
、

子
猫
が
や
み
く
も
に
擦
り
よ
っ
て
き
て
い
た
。
思
わ
ず
屈
ん
で
手

に
乗
せ
る
。
見
れ
ば
和
毛
に
覆
わ
れ
た
赤
ん
坊
だ
。
よ
く
踏
み
つ

け
な
か
っ
た
。

視
界
の
隅
で
動
く
気
配
が
し
た
。
顔
を
上
げ
る
と
、
真
新
し
い

ほ
う
の
窓
辺
に
人
影
が
現
れ
た
。

比
較
的
背
の
高
い
そ
の
人
影
は
レ
ー
ス
を
開
け
て
こ
ち
ら
を
う

か
が
う
よ
う
す
だ
っ
た
。
子
猫
を
つ
ま
み
、
ぼ
く
は
意
を
決
し
て

歩
き
だ
し
た
。

ぼ
く
が
近
づ
く
の
を
見
た
人
影
は
窓
を
開
け
よ
う
と
し
た
。
軽

く
頭
を
下
げ
、
ぼ
く
は
子
猫
を
持
ち
上
げ
て
み
せ
た
。

３
１
５
１
１

の
り
は
華
や
か
だ
っ
た
け
れ
ど
、
着

だ
。
土
地
の
人
な
ら
散
歩
す
る
と
き

屋
ば
か
り
の
小
ぎ
れ
い
な
住
宅
地
が
あ
る
。

た
C
に
茶
色
い
松
葉
が
土
を
隠
し
て
い
て
、
足
の
裏
に
や
さ
し
か
つ

ん
だ
に
違
い
な
い
。

ふ
い
に
幾
棟
も
の
住
宅
が
現
れ
た
。

る
細
い
小
道
の
心
地
よ
い
緊
密
感
は
、
頭
の
中
で
向
き
合
い
、
軽

し
て
い
な
い
視
界
に
い
っ
ぱ
い
の
海
の
姿
と
、
松
林
の
中
を
め
ぐ

い
陶
酔
を
伴
っ
た
落
ち
着
き
を
与
え
て
く
れ
た
。

っ
た
。
薄
暗
い
ほ
ど
茂
っ
た
松
林
は
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
一
面

ぼ
く
は
漁
港
を
横
ぎ
り
、
そ
の
裏
手
の
松
林
の
中
へ
入
っ
て
い

夕
刻
に
は
ま
だ
早
い
。
ぼ
く
は
海
に
向
か
う
ま
え
に
、
も
う
少

右
手
か
ら
潮
騒
と
海
風
が
届
き
、

は
き
つ
と
向
こ
う
の
道
を
選

い
て
み
れ
ば
味
気
な
い
漁
港

松
の
幹
の
間
か
ら
の
ぞ
く

放
感
を
呼
ぶ
。
ま
だ
目
に

有
刺
鉄
線
の
向
こ
う
に
平

水
が
あ
る
だ
け
の
大
ざ
っ
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洗
濯
機
の
方
を
見
な
が
ら
ぼ
く
が
た
ず
ね
る
と
、

「
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
ど
う
し
て
こ
こ
に
」

「
あ
、
す
い
ま
せ
ん
。
松
林
の
中
を
散
歩
し
て
お

う
つ
か
り
お
宅
の
庭
へ
出
て
し
ま
い
ま
し
て
」

「
…
…
そ
う
で
し
た
か
。
今
ま
で
に
も
何
度
か
そ

ま
し
た
。
男
性
が
み
え
た
の
は
初
め
て
だ
」

老
人
は
派
手
な
色
の
付
着
し
た
爪
を
唇
に
も
つ

か
く
笑
っ
て
少
し
首
を
傾
け
た
。

「
ほ
つ
ほ
、
美
術
と
い
っ
て
も
、
わ
た
し
の
か
い
た
も
の
を
並
べ

と
る
だ
け
で
す
が
」

「
絵
を
お
か
き
に
な
る
ん
で
す
か
」

「
は
ぁ
、
ま
あ
少
し
」

老
人
は
レ
ン
ガ
色
の
シ
ャ
ツ
の
上
に
地
味
な
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を

は
お
り
、
黄
色
の
ア
ス
コ
ッ
ト
タ
イ
を
し
て
い
る
。

忘
れ
る
ら
し
い
は
て
、
地
の
方
で
は
な
い
で
す
な
？
」

子
猫
が
…
…
」

老
人
の
目
か
ら
不
審
の
色
が
消
え
る
。
お
お
、

な
い
声
で
口
ご
も
り
、
片
手
を
頭
の
ま
え
に
上
げ

度
も
大
き
く
う
な
ず
い
た
。

「
…
…
そ
う
で
す
か
、
そ
う
。
猫
が
」

言
葉
に
な
ま
り
が
な
い
。
ぼ
く
は
彼
が
お
ず
お

の
中
に
子
猫
を
委
ね
た
。
老
人
の
表
情
が
い
ち
ど

「
…
…
お
宅
の
猫
で
す
ね
」

た
ず
ね
る
と
、
彼
は
ま
た
う
な
ず
い
た
。

を
見
て
、
口
も
開
け
た
。

「
え
え
。
観
光
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
」

ぼ
く
は
軒
の
下
に
手
彫
り
ら
し
い
木
製
の
看
板
を
見
つ
け
た
。

は
る
美
術
館
、
と
あ
る
。

「
こ
こ
は
美
術
館
な
ん
で
す
か
？
」

「
親
か
ら
は
ぐ
れ
て
…
…
、
朝
か
ら
探
し
と
り
ま
し
た
」

「
妙
な
時
期
に
生
ま
れ
ま
し
た
ね
。
母
猫
は
白
で
す
か
？
」

「
母
親
は
キ
ジ
で
す
。
家
の
中
で
育
っ
た
も
の
で
、
猫
も
自
然
を

「
松
林
を
歩
い
て
た
ら
、
こ
こ
へ
出
て
し
ま
い
ま
し
て
。

て
．
き
た
。

人
影
は
白
髪
の
老
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
サ
ッ
シ
を
開
け
、

ん
な
人
が
あ
り

り
ま
し
た
ら
、

ず
と
揃
え
た
掌

き
に
緩
む
。

と
言
葉
に
な
ら

て
揺
す
り
、
何

老
人
は
柔
ら

そ
の
、 ぼ

く

４
１
５
１
１

「
こ
ち
ら
の
海
は
ご
ら
ん
に
な
り
ま
し
た
か
？
」

「
い
え
、
そ
れ
が
ま
だ
。
ど
う
せ
な
ら
夕
刻
ま
で
と
っ
て
お
こ
う

と
思
い
ま
し
た
」

彼
は
幾
度
も
う
な
ず
い
た
。

「
あ
の
、
も
し
よ
け
れ
ば
、
絵
を
拝
見
で
き
ま
せ
ん
か
？
」

「
え
え
、
構
い
ま
せ
ん
よ
。
い
ま
、
友
だ
ち
が
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
で
よ
け
れ
ば
」

「
あ
、
い
え
、
そ
れ
で
し
た
ら
、
日
を
あ
ら
た
め
て
」

「
い
や
、
あ
な
た
さ
え
よ
け
れ
ば
。
近
し
い
友
人
で
す
か
ら
」

彼
は
こ
こ
ろ
よ
く
招
き
入
れ
て
く
れ
た
。

ぼ
く
は
適
度
に
手
を
入
れ
ら
れ
た
美
し
い
庭
を
通
り
ぬ
け
、
い

っ
た
ん
玄
関
口
へ
回
り
、
老
人
が
手
ず
か
ら
揃
え
て
く
れ
た
ス
リ

ッ
パ
に
足
を
通
し
た
。

外
か
ら
は
平
屋
に
見
え
た
三
角
屋
根
の
建
物
は
内
部
に
入
る
と

半
地
下
の
フ
ロ
ア
ー
と
二
階
部
に
分
か
れ
て
い
た
。
壁
は
漆
喰
で

塗
り
つ
ぶ
し
て
あ
り
、
外
壁
に
も
ま
し
て
真
白
だ
っ
た
。
採
光
部

の
大
き
い
室
内
に
は
冬
の
日
差
し
が
満
ち
、
す
べ
て
の
壁
に
大
き

な
絵
画
が
掛
け
て
あ
る
。

ぼ
く
は
言
葉
が
で
な
か
っ
た
。
絵
の
数
は
想
像
よ
り
は
る
か
に

多
く
、
そ
し
て
一
枚
一
枚
が
大
き
か
っ
た
。

「
…
…
絵
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
」

思
わ
ず
つ
ぶ
や
く
と
、
老
人
は
声
を
た
て
て
笑
っ
た
。

「
は
い
」

小
鼻
に
し
わ
を
よ
せ
て
、
彼
は
階
段
に
足
を
か
け
た
。

「
ぜ
ん
ぶ
わ
た
し
が
か
い
た
も
の
で
す
。
下
か
ら
ゆ
っ
く
り
見
な

さ
る
と
い
い
。
わ
た
し
は
上
の
ア
ト
リ
エ
に
い
ま
す
」

ぼ
く
は
頭
を
下
げ
た
。
絵
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
み
た
か
っ
た

が
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
集
中
し
て
絵
を
見
た
か
っ
た
。

老
人
の
絵
は
総
じ
て
大
き
く
、
色
彩
は
多
様
だ
っ
た
。
襖
ほ
ど

の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
油
絵
ば
か
り
で
あ
る
。
入
口
か
ら
壁
二
面
に
シ

リ
ー
ズ
ら
し
く
地
中
海
の
よ
う
な
風
景
に
人
物
が
点
在
す
る
大
作

が
並
び
、
そ
の
先
に
あ
じ
さ
い
、
ば
ら
、
和
服
の
女
性
の
座
像
と

続
く
。
写
実
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
中
に
は
外
見
を
か
い
て

い
る
の
に
内
部
か
ら
見
た
よ
う
な
形
を
し
た
テ
ー
ブ
ル
や
胸
像
な
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１
１５５
１

な
っ
た
。

マ
ホ
ガ
ニ
ー
張
り
の
フ
ロ
ア
ー
を
横
ぎ
り
、
ぼ
く
は
心
の
内
で

ど
こ
か
も
っ
た
い
を
つ
け
な
が
ら
絵
に
近
づ
き
、
一
瞬
目
を
伏
せ

て
か
ら
頭
を
上
げ
た
。

少
女
は
十
四
、
五
歳
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
か
野
性
的
な
開
襟
の
夏

服
の
胸
元
が
い
く
ぶ
ん
ふ
く
ら
ん
で
い
る
。
背
景
は
濃
淡
の
差
こ

そ
あ
れ
緑
一
色
だ
と
思
っ
た
が
、
近
づ
い
て
み
る
と
足
下
の
向
こ

う
に
荒
涼
と
し
た
海
が
広
が
っ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
剥
き
だ
し
の

脚
は
し
な
や
か
に
伸
び
て
地
を
つ
か
み
、
細
い
肩
の
上
に
中
性
的

な
顔
が
あ
っ
た
。

少
女
は
ど
こ
か
を
望
ん
で
い
る
。
浜
ゆ
う
が
風
に
逆
ら
う
砂
丘

に
立
ち
、
か
す
か
に
あ
ご
を
上
げ
眼
ざ
し
は
遠
方
に
伸
び
て
い

た
。
摸
と
し
た
脚
の
線
、
内
に
向
か
う
引
き
締
ま
っ
た
下
腹
か
ら

奔
放
に
開
い
て
い
く
緩
や
か
な
上
体
の
ふ
く
ら
み
、
お
も
ね
る
と

こ
ろ
が
な
い
若
い
視
線
。
口
許
は
意
志
を
結
び
、
降
ろ
さ
れ
た
両

手
は
ど
こ
へ
も
さ
し
だ
せ
る
自
在
さ
を
も
っ
て
い
た
。

ぼ
く
は
一
枚
の
絵
に
心
ひ
か
れ
る
自
分
が
興
味
深
か
っ
た
。
少

女
は
顔
立
ち
か
ら
し
て
日
本
人
で
は
な
さ
そ
う
だ
っ
た
が
、
絵
全

体
の
雰
囲
気
が
適
当
に
情
緒
的
で
違
和
感
は
感
じ
な
い
。
色
、
構

成
、
場
面
と
、
日
ご
ろ
ぼ
く
が
目
に
す
る
光
景
と
は
差
が
あ
っ
た

が
、
ぼ
く
の
感
覚
に
す
ん
な
り
と
よ
り
添
っ
て
く
る
。

取
り
た
て
て
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
少
女

の
毅
然
と
し
た
潔
さ
は
俗
っ
ぽ
い
視
線
を
許
そ
う
と
は
し
て
い
な

い
。
可
憐
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
少
女
も
絵
も
、
何
か
に
依
る

こ
と
な
く
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
要
素
と
し
て
海
の
存
在

が
強
く
も
な
い
。
海
は
背
景
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
主
体
は
海
で
も

少
女
で
も
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
画
面
の
縦
方
向
い
つ
ぱ
い
に

か
か
れ
た
少
女
は
、
や
や
左
よ
り
に
立
っ
て
い
る
。
な
ぜ
海
側
の

空
間
を
広
く
と
っ
た
の
だ
ろ
う
。
海
に
向
く
少
女
の
自
覚
の
な
い

た
め
ら
い
が
、
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

二
階
部
へ
上
が
る
。
こ
こ
も
真
っ
白
だ
っ
た
。
高
い
天
窓
か
ら

陽
光
が
床
に
敷
か
れ
て
い
る
。
広
い
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
で
人
物
画
を

中
心
に
、
や
は
り
大
き
な
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
気
配
に
気
づ

い
て
、
つ
い
た
て
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
白
い
壁
の
向
こ
う
か

ど
の
絵
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
の
下
に
は
白
い
紙
き
れ
が
ピ
ン

で
止
め
て
あ
り
、
そ
こ
に
素
っ
気
な
い
タ
イ
ト
ル
ば
か
り
が
印
刷

さ
れ
て
あ
っ
た
。

人
物
の
絵
は
美
し
い
と
思
っ
た
。
風
景
画
は
形
の
は
っ
き
り
し

な
い
も
の
が
多
く
て
分
か
ら
な
か
っ
た
。
ぼ
く
は
入
口
の
部
屋
を

見
終
わ
り
、
半
地
下
の
奥
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
数
段
の
階
段
を

下
り
て
部
屋
に
入
る
と
、
猫
が
何
匹
も
い
る
。
ぼ
く
を
見
て
も
驚

く
よ
う
す
も
な
い
。
絵
と
同
じ
く
、
ま
る
で
配
置
が
決
め
ら
れ
て

い
る
か
の
よ
う
に
そ
の
場
を
動
か
な
い
。
照
明
の
ス
イ
ッ
チ
の
横

の
小
品
か
ら
眺
め
よ
う
と
し
た
ぼ
く
は
、
ふ
と
離
れ
た
窓
の
そ
ば

に
あ
る
大
き
な
絵
に
目
が
い
っ
た
。

背
景
の
明
る
い
緑
色
が
目
立
つ
そ
の
絵
は
素
足
で
立
つ
少
女
ら

し
き
人
物
が
描
か
れ
て
あ
る
。
ぼ
く
は
手
近
の
絵
に
も
ど
ろ
う
と

し
た
が
、
急
に
、
ど
う
し
て
も
あ
の
少
女
の
絵
を
先
に
眺
め
た
く
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ら
、
さ
っ
き
の
老
人
が
出
て
き
て
く
れ
た
。

「
好
き
な
の
を
一
枚
見
つ
け
ま
し
た
」

ぼ
く
は
子
供
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

「
ほ
う
。
気
に
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
か
」

「
下
の
奥
の
少
女
の
絵
で
す
」

「
少
女
？
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
れ
で
し
ょ

う
？
」聞

か
れ
て
、
ぼ
く
は
あ
の
絵
の
タ
イ
ト
ル
を
見
て
い
な
い
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。

「
…
…
あ
の
、
背
景
が
緑
色
で
、
ち
ゃ
ん
と
服
を
着
て
い
て
、
立

っ
て
る
や
つ
で
す
」

老
人
は
ほ
ほ
え
ん
だ
。

「
あ
あ
、
あ
れ
」

「
実
は
あ
の
絵
に
限
っ
て
タ
イ
ト
ル
を
見
落
と
し
た
の
で
す
が
、

あ
れ
は
何
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
す
か
？
」

「
あ
れ
で
す
か
？
あ
れ
は
、
風
で
す
」

「
．
・
・
…
●
風
、
で
す
か
」

「
え
え
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
に
か
い
た
も
の
で
す
」

「
そ
う
で
す
か
。
ぼ
く
は
あ
れ
が
好
き
で
し
た
」

「
…
…
そ
う
。
若
い
人
に
は
い
い
か
も
知
れ
な
い
」

壁
の
向
こ
う
か
ら
声
が
聞
こ
え
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
」

年
配
の
男
性
の
声
で
あ
る
。

「
ほ
い
、
そ
う
か
」

老
人
は
壁
の
向
こ
う
に
首
だ
け
回
し
た
。
老
人
の
友
だ
ち
と
い

う
客
は
あ
ち
ら
で
帰
り
じ
た
く
を
し
て
い
る
ら
し
い
。

「
な
ん
だ
か
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」

そ
う
い
う
と
、
彼
は
顔
の
ま
え
で
手
を
振
っ
た
。

「
い
や
、
気
に
せ
ん
で
く
だ
さ
い
。
他
の
人
な
ら
と
も
か
く
、
彼

は
幼
な
じ
み
だ
も
ん
だ
か
ら
。
毎
日
茶
飲
み
話
が
で
き
る
相
手
で

す
」「

す
い
ま
せ
ん
」

「
で
、
も
う
、
こ
こ
の
絵
は
ご
ら
ん
に
な
り
ま
し
た
か
」

「
い
え
、
い
ま
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
」

６
‐
５
１
１

「
》
」
の
フ
ロ
ア
ー
は
ね
、
最
近
の
も
の
が
中
心
な
ん
で
す
よ
」

老
人
は
壁
の
ほ
う
を
撫
で
る
み
た
い
に
腕
を
動
か
し
た
。

「
そ
う
な
ん
で
す
か
。
で
は
下
の
階
ほ
ど
若
い
こ
ろ
の
作
品
と
い

う
わ
け
で
す
か
？
」

「
い
や
、
厳
密
に
そ
う
や
っ
て
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
が
。
こ

の
階
で
も
、
若
い
時
分
の
絵
も
あ
り
ま
す
よ
。
そ
う
だ
、
ど
れ
が

若
い
こ
ろ
の
も
の
か
分
か
り
ま
す
か
？
」

彼
は
目
を
輝
か
せ
て
た
ず
ね
た
。

「
さ
あ
、
ぼ
く
は
詳
し
く
な
い
の
で
。
勘
で
当
て
て
み
る
こ
と
に

し
ま
す
」

ぼ
く
は
改
め
て
絵
を
眺
め
た
。
さ
っ
き
の
客
人
が
階
段
を
降
り

よ
う
と
し
て
い
る
。
後
姿
だ
っ
た
が
、
や
は
り
地
味
な
恰
好
の
老

人
で
あ
る
。
階
段
を
降
り
る
の
が
大
儀
そ
う
だ
。
老
人
は
ぼ
く
の

そ
ば
を
離
れ
、
友
人
を
送
り
出
し
に
い
っ
た
。
そ
ち
ら
の
ほ
う
に

会
釈
を
し
、
再
び
ぼ
く
は
絵
に
向
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
人
物
の

大
作
だ
っ
た
が
、
ひ
と
つ
だ
け
本
ほ
ど
の
大
き
さ
で
激
し
い
黄
色

を
使
っ
た
顔
の
絵
が
あ
っ
た
。

老
人
が
も
ど
っ
て
き
た
。
単
に
情
熱
的
な
色
使
い
だ
か
ら
と
い

う
理
由
だ
け
で
、
ぼ
く
は
そ
の
小
品
を
選
ん
で
指
さ
し
た
。

「
．
・
・
…
こ
れ
が
、
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
」

「
ほ
う
、
当
た
り
ま
し
た
ね
。
そ
う
、
た
し
か
に
こ
れ
は
若
い
こ

ろ
、
あ
な
た
く
ら
い
の
歳
に
か
い
た
も
の
で
す
よ
」

「
ぼ
く
ぐ
ら
い
に
？
」

「
え
え
、
は
た
ち
ぐ
ら
い
の
も
の
で
す
」

「
は
た
ち
？
ぼ
く
十
六
で
す
よ
」

老
人
が
そ
れ
ま
で
に
な
く
表
情
を
変
え
た
。

「
十
六
？
あ
な
た
が
？
」

ぼ
く
は
、
も
と
も
と
二
、
三
歳
年
上
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
意
外
そ
う
な
顔
を
さ
れ
る
の
も
珍
し
か
っ

た
。「

十
六
？
」

も
う
い
ち
ど
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
彼
は
つ
ぶ
や
い

た
。

八
以
下
次
号
Ｖ

ａ
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